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弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
脅
威
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

今
年
十
一
月
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
北
朝
鮮
）
は
、
北
朝
鮮
西
岸
付
近
か
ら
北
東
方
向
に
向
け
て
複
数
の
短
距
離

弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
、
少
な
く
と
も
七
発
は
、
最
高
高
度
約
百
ｋ
ｍ
程
度
で
、
約
四
百
ｋ
ｍ
程
度
飛
翔
し
た
も
の
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。
同
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
含
め
、
北
朝
鮮
は
、
今
年
に
入
り
こ
れ
ま
で
、
十
一
回
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
て
い

る
。 

 

北
朝
鮮
は
、
昨
年
も
、
少
な
く
と
も
十
八
回
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
行
い
、
合
計
で
二
十
五
発
以
上
を
発
射
し
て
い
る
。 

 

北
朝
鮮
は
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
実
験
を
重
ね
る
こ
と
で
、
保
有
す
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
射
程
や
性
能
を
多
様
化
・
高
度
化

さ
せ
て
い
る
。
特
に
固
体
燃
料
の
採
用
や
迎
撃
困
難
な
多
弾
頭
技
術
の
進
展
は
、
日
本
を
含
む
極
東
ア
ジ
ア
地
域
の
み
な
ら
ず

国
際
社
会
に
と
っ
て
深
刻
な
脅
威
と
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
保
有
は
、
日
本
を
含
む
国
際
社
会
全
体
の
平
和
と
安
定
に
深
刻
な
脅
威
を
及
ぼ

し
て
い
る
。 

 

政
府
に
対
し
て
、
国
民
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
北
朝
鮮
が
保
有
す
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
脅
威
に
対
し
、
迅
速

か
つ
効
果
的
な
対
応
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。 



 

２ 

 

一 

北
朝
鮮
が
保
有
す
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て 

 

１ 
政
府
と
し
て
、
北
朝
鮮
が
保
有
す
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
に
関
し
、
日
本
国
民
の
生
命
や
財
産
の
安
全
に
対
す
る
脅
威
と
認

識
し
て
い
る
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

前
項
の
脅
威
に
対
し
、
我
が
国
が
保
有
す
る
現
状
の
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
で
対
処
可
能
か
。
ま
た
、
北
朝
鮮
に
よ

る
ミ
サ
イ
ル
技
術
の
進
展
を
も
踏
ま
え
て
、
現
状
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
へ
の
対
応
能
力
は
十
分
と
認
識
し
て
い
る
か
。 

二 

北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
の
認
識
体
制
に
つ
い
て 

 

１ 

北
朝
鮮
が
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
た
と
の
情
報
を
、
政
府
機
関
独
自
で
一
次
情
報
と
し
て
把
握
し
て
い
る
か
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

地
球
上
空
約
六
十
～
千
ｋ
ｍ
の
範
囲
に
存
在
し
、
電
波
を
反
射
ま
た
は
屈
折
さ
せ
る
性
質
を
持
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
電

離
層
は
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
時
に
生
じ
る
音
波
や
圧
力
波
に
よ
る
影
響
を
受
け
る
と
さ
れ
て
い
る
。
前
項
に
お
い

て
、
独
自
把
握
が
行
え
て
い
な
い
場
合
、
電
離
層
を
継
続
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
電
離
層
の
変
化
か
ら
弾
道
ミ
サ
イ
ル

発
射
を
予
測
す
る
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。 

三 

弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
被
害
軽
減
策
に
つ
い
て 



 

３ 

 

 
１ 

北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
か
ら
日
本
に
着
弾
す
る
ま
で
最
短
で
も
七
分
は
要
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
前
条
の

と
お
り
、
北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
我
が
国
独
自
に
早
期
認
識
す
る
シ
ス
テ
ム
が
確
立
で
き
れ
ば
、
七
分
と

い
う
時
間
は
、
国
民
が
避
難
す
る
た
め
に
非
常
に
重
要
な
時
間
と
い
え
る
。
政
府
が
進
め
て
い
る
特
定
臨
時
避
難
施
設
の

新
築
建
築
物
の
地
階
で
の
整
備
を
早
期
に
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
そ
の
た
め
の
施
策
と
し
て
具
体
的
に
検
討
し
て
い

る
施
策
が
あ
れ
ば
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

前
項
に
お
い
て
、
人
口
が
密
集
し
て
い
る
首
都
圏
で
の
新
築
建
築
物
の
地
階
で
の
特
定
臨
時
避
難
施
設
の
増
設
の
た
め

に
は
、
民
間
に
よ
る
設
置
を
促
す
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
政
府
と
し
て
民
間
と
協
力
し
た
施
策
に
つ

き
、
具
体
的
に
検
討
し
て
い
る
施
策
が
あ
れ
ば
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


